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放射線検出器の空間分解能を向上させることは，放射線医学や放射線化学における微小領域の

診断技術を向上させるだけでなく，様々な放射線計測技術の発展に寄与する。微小領域での放射

線効果を考える上で、マイクロメートル空間分解能を有した高精度放射線計測を実現するには、

現状の計測手法の様々な問題点を克服し新たな計測手法を確立することが必要となる。そこで

我々は、この課題に対してラジオクロミックフィルム（RCF）を用いた計測手法にて実現するこ

とを目指し研究を開始した。RCFは線量測定やイメージングを目的としたフィルム型の放射線検

出器である。RCFは電離放射線が照射されると活性な微結晶性モノマーが重合を起こし、緑色（ま

たは黄色）透明から濃い青色に変色する。その変化の程度は吸収線量に依存することが知られて

おり，光学濃度(OD)として評価することで，その吸収線量との相関を定量化することが可能であ

る。この検出器によって計測された空間領域を診断するには、市販されているフラットベッドス

キャナ等の光学読み取り装置を用いて計測[1]することが一般的であるが，RCFと読み取り光学系

の相性の問題で，OD 値測定精度を損なうアーティファクトがいくつか存在することが知られて

おり，空間分解能，線量定量性に制限が与えられる[2]。 

そこで本研究では，マイクロメートル空間分解能診断に適したマイクロデンシトメータを新た

に設計し，フラットベッドスキャナやその他のRCF読み取り光学系が持つ課題を解決することで，

超微小領域の空間分解能と線量定量性を持つ RCF計測手法を確立する。今回は、マイクロデンシ

トメータと市販のフラットベッドスキャナに関して，紫外線や放射線を用いた計測にてそれぞれ

の光学系が持つ RCFの線量定量性と空間分解能を比較するとともに、予備実験により得られた結

果等を報告する。 
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